
四 河川保護水面管理事業

l調査目的

人為的保護によりサグラマス資源、増強をはかり，河川内および地先海面におけるマス漁業の発展に

資する。

E 調 査 内
開合旬、

1. 調査期間 昭和49年 4月~昭和 50年 3月

2. 調査場所 東通村佳部川1)

深浦村(吾妻)11)

3. 調査員 相坂養魚場主研

淡水養殖部技師

技師

4 調査項目

(1 ) 河川の環境調査

(2) サクラマスの棚上調査

(3) 産卵状況調査(人工採卵を含む)

(4) ヤマメの生育性状調査

(5) 地先海面のサクラマス漁獲量

5. 調査方法

(1)河川の環境調査

青山禎夫

林 義孝

原 口健一

老部川・吾妻川とも定点において水温. PH，透視度， DO， B 0 D， S Sを常法により摂g定

するとともに底棲生物を採集し種類と個体数を調べた。流水量は従来の定点において測定した。

(2) サクラマスの棚上調査

老部川においては適宜覗きを行い初棚上時期等を確認した。

(3) 産卵状況調査

河川踏査によって産卵床数の確認に努めTこ。

(4) ヤマメの生育性状調査

0才ヤマメを採捕し生長状況性状を把握し7こ。

皿調査結果

1.老部川(第 1図)

(1)河川の環境

水質調査倍果は第 1表のとおりで， S Sは tr-2.7 ppmで水産環境用水基準に定める基準に

十分合致していた。底棲生物は第 2表只流水量は第 3表に示したとおりで、あった。

(2) サクラマス朔上調査

昭和49年のサクラマスの河川湖上は例年に比して幾分遅く初確認は 8月11日であった(第 4表)。

(3) 産卵状況

河川における+グラマスの産卵は 9月中旬より始まり 10月末叫主終了した。天然産卵床は71床

で推定産着卵数は21万粒程度と推定した(第 5表)。 人工採卵粒数t増913万6千粒(使用親魚宮

47尾)であった(第6表)。

(4) ヤマメの生育性状

7月におけるヤマメの生長は第7表のとおりで例年のそれと大差はなかった。
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(5) 地先海面のサクラマス漁獲量

老部川地先沿岸(白糠)におけるサクラマスの漁獲量は約 3万3千尾であった(第 8表)。

2. 吾妻}'I(第 2図)

(1 ) 河川の環境

水質調査結果は第9表のとおりで， s sは0.4-76.8 ppmで河川l改修工事の影響により水産

環境用水基準に合致しない部分もあった。底棲生物は第 10表に流水量は第 11表に示したとおり

であっTこ。

(2) サクラマス湖上調査

(3) 産卵状況

河口付近で河川改修工事が行われたため本年はマス類の河川棚上を確認することができなかっ

Tこ。産卵床についても確認するに至らなかった。

(4) ヤマメの生育性状

ヤマメの性状は第12表のとおりで他河川のものと差異はみられなかった。

(5) 地先海面のサクラマス漁獲量

吾妻川地先(深浦)におけるサクラマス漁獲量は約 52.0∞k'Jで 3月-5月が盛期である

N 調査の成果および今後の課題

1 老部川

(第13表)。

地先海面のサクラマス漁獲量は安定増加の傾向にあり保護水面設定の効果がみられるが，河川周

辺の荒廃(森林伐採等による〕が懸念されこれに対処した保護施策が必要と思われる。

2. 吾妻川

保護水面設定から日が浅いので具体的成果をあげるまでに至っていない。今後数年は河川性状

生物相調査を継続していくことが必要と思われる。
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指定年月日 昭和 38年8月10日告示1.048号

一部改正 昭和 47年3月 7日告示 308号

老部川(中の又流域)

第 1 図〔老部 }II) 

-336ー



凶

ω _， 

観測
場所

中
の

又

橋

ふ

化

場

下

£にhrf1  

前
流本

点事

合八
後

流本

点き

老

部

JII 

第 1表 老部川水質調査結果

観測月日 観測時間 天候 気温 水温 P 
℃ ℃ 

49. 5. 30 15 : 40 15. 1 14. 3 

9. 19 8 : 30 c 15. 1 14. 2 

10. 30 9: 30 c 10. 8 9. 0 

49. 5. 30 16 : 30 13.4 14. 2 

9. 19 8: 50 c 15.6 14. 9 

10. 30 10 : 00 c 13. 5 9.4 

49. 5. 30 16: 50 13. 6 13.8 

9. 19 9: 20 T 16目 8 15.8 

10. 30 11 : 08 c 16.4 11. 8 

49. 

9. 19 9 : 15 r 16. 8 15. 3 

10. 30 11 : 00 C 16.4 11.6 

49. 5. 30 17 : 10 13.4 13. 6 

9. 19 9: 30 r 16.0 15.8 

10. 30 11:25 c 17. 0 11. 8 

• 

H 透視度 D 。D 。BOD Phosphate -P S S 備 考
cm ppm % ppm μgat/s ppm 

7. 2 30cm < 10. 22 103. 1 1. 00 0.20 1. 33 

6.8 30< 9.86 99. 2 0.55 

7. 0 30< 11. 56 103. 3 1. 32 O. 39 0.13 

7. 2 30 < 9.90 99.6 O. 92 0.20 2. 50 

6. 8 30 < 9.32 95.2 O. 55 

7. 0 30< 11. 68 105.4 O. 50 0.52 O. 20 

7. 2 30く 9.96 99.4 O. 42 O. 10 1. 13 

6. 7 30く 9.09 94. 6 0.43 

6. 8 30く 10. 69 102. 0 tr O. 35 0.20 

6. 9 30< 9.55 98. 4 

7. 0 30< 10.71 101. 7 0.38 O. 20 

7. 2 30< 9. 18 91. 2 0.44 O. 10 O. 73 

6.6 30< 9. 50 98. 9 0.43 

6. 8 30< 10. 91 104. 1 tr 0.41 O. 25 



第 2表底棲生物調査結果(老部川)

採集月日 採集場所 水温℃ 蜂勝目 毛麹目 禎麹目 双麹日 端脚目 その他 備

59. 5.30 ふ化場下 43 10 9 24 。 23 

同 藤 曲 133 6 7 22 。 10 

同 中ノ又橋 80 自 12 96 。 4 

49. 9.18 ふ化場下 181 41 9 12 15 11 

同 藤 曲 206 17 21 。 20 4 

同 中ノ又橋 263 4 11 5 57 7 

49.10.30 ふ化場下 13. 5 15 7 3 2 3 7 

同 中ノ又橋 10. 8 34 12 8 5 6 9 

第 3表老部川流水量調査結果

測定場所 測定月日 測定時間 天候 気温℃ 水温℃ 流水量 ton / sec 

ふ化場前
49. 5. 31 15 : 00 r 15. 2 14. 3 O. 16 

同

同

昭

昭

中ノ又沢

上 49. 9.17 

上 49. 10. 30 

17 : 15 c 17. 5 16.1 O. 36 

10 : 30 c 13. 5 9. 4 O. 26 

V (d/sec) =WXDXVxα 

W;平均流幅 (m)

D;平均水深 (m)

V;平均流速 (m/sec)

α=  O. 8 

第 4表サケ属の河川観上初確認月日(老部)11)

年 カラフトマス サクラマス サ ケ

44 8月 3日 8月16日 11月 2日

45 7月19日 8月 8日

46 7月12日 6月28日 9月 4日

47 7月23日 8月10日 10月 7日

48 8月14日 7月15日 9月13日

49 7月23日 8月11日 10月15日

第 5表サクラマス人工採卵状況(老部川)

年 人工採卵数 使 用 親魚数('i1 ) 

43 19， 618粒 1 1尾

44 56， 840 17 

45 1 12， 000 32 

46 139， 567 38 

47 241， 704 81 

48 325，362 85 

49 136，676 47 
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第 6表 サクラマス産卵床分布状況

‘ 

I区 E 1II W V v1 VIl 珊 計 推着定産 備 考卵数
床 万粒

昭 38 13 13 37 3 。46 。 。 112 23 

39 7 10 12 。 3 %2 。 3 57 13 

40 20 14 22 4 7 73 。 7 147 35 

41 15 22 40 2 5 101 。 5 190 45 

42 12 25 26 2 5 75 。 4 149 35 

43 26 42 21 2 9 82 4 6 192 50 

44 26 14 22 。 5 32 。 。 99 33 

45 9 6 22 8 1 42 。 。 88 31 

46 16 14 19 2 5 38 6 4 104 38 

47 27 14 17 。 2 18 3 。 81 24 

48 1l 13 25 2 18 34 5 17 125 48 

49 12 6 10 。 3 38 2 。 71 21 

と乞

太

平

洋
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第 7表 ヤマメの生長比較

7月の O才ヤマメ

年 標 本 数 備 考(捕獲月日)

体長範囲 平均体長

昭 45 5. 0 - 10.7 加古 7. ~~) (? 
7 月 24 日

46 5.2- 8.2 6. 8 29 7 月 2 日 -凪

47 7. 2 - 10.0 8. 25 35 7 月 30 日

48 5.7- 8.3 7. 2 58 i 月 27 日

49 5.0- 8.3 7. 0 31 7 月 10 日

第 8表老部川地先(白糠)におけるサクラマス漁獲量

年 |昭和 45 年 4 6 4 7 4 8 4 9 

沿岸漁獲量(尾~ 29， 571 25， 591 34. 166 32， 249 33， 375 

- 340ー



日/
本「五三拝橋
'寸喝 1コヨ畏ミア I司

海 J、
冊M~

吾

須立山

750 
沢

横淵滝
又

農業用堰堤

. 

沢
茶臼山

894 

猿
の
湯

平

\法塑史--イ~
橋

O 

慶長

m 
300 

/'南

~;'又
/沢

/ 
〆

ノ-:.;-_.二又

.，，，， 
a

，，. ，
 
，
 ，
 

長慶平
又

20 

標

沢

100 

高
. 

15km 10 5 川口

昭和47年10月26日告示2016号

- 341 -

JII 

指定年月日

妻吾第 2図



吾妻川水質調査結果

観測場所 観測月日 天候
気温 水温 PH 透視度 DO DO BOD Phosphate s s 

観測時間 備 考。C 。C C智l ppm % ppm -Pugat/t ppm 

49. 5.17 b c 21. 8 12. 5 7. 4 30C1lt< 10. 60 98. 9 O. 40 14 50 

5. 29 b c 24. 8 13. 8 7. 4 30 < 9. 90 98. 8 0.20 0.30 0.62 11 : 40 

長 慶 平
7. 3 c 30. 6 16. 8 9.28 98. 6 O. 22 1. 74 O. 63 13 00 

1]. 21 c 11. 8 7. 9 7. 2 30 < 11. 49 99. 9 0.58 O. 14 O. 41 11 15 

49. 5.17 bc 21. 6 13. 8 7. 4 30C1lt< 10. 03 96.3 15 : 35 

5. 29 bc 25.6 15. 9 7. 4 30 < 9. 89 103. 2 O. 07 O. 31 1. 40 12 40 

大 林 寺 7. 3 c 26.5 18. 8 9. 14 101. 1 O. 19 0.42 1. 02 13 30 

11. 21 c 10. 6 8. 4 7. 2 30 く 11. 37 100. 0 O. 33 1. 01 12 : 00 

12. 25 s 4.2 3. 1 7. 8 13. 64 104. 8 2. 50 12 40 

49. 5. 17 bc 21. 9 15. 8 7. 4 30C1lt< 10. 15 100. 8 O. 50 16 20 製材所下

5. 29 b c 26. 8 17. 8 7. 4 30 < 9. 60 104. 1 O. 01 O. 25 1. 18 13 • 20 製材所 下

又 7. 3 c 26.3 20.8 8. 47 97. 2 0.39 1. 45 76.8 14 00 一
11. 21 r 9.0 8. 8 7. 2 30 < 11. 33 100. 7 O. 85 O. 32 2. 11'1 12 45 

12. 25 s 7.0 2. 4 7. 4 13. 74 103. 6 6.8 13 30 

49. 5. 17 b c 21. 8 15. 6 7. 4 5. 8 9. 68 96.5 18.60 16 50 

5.29 b c 22.6 19.3 7. 4 30 < 9. 95 111. 5 O. 17 O. 76 4. 00 13 55 

)11 口
7. 3 c 25.4 23.8 一 8.88 107. 3 0.46 1. 84 188 14 30 

11. 21 r 9. 0 8.9 7. 2 30 < 11. 40 101. 6 1. 31 O. 33 1. 88 13 00 

壁、
r 
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第 10表底棲生物調査結果 吾 妻 川l

採取月日 採取場所 水置C 蜂略目 毛麹目 禎麹目 双麹目 端脚目 その他 備 考

長慶平
個 個 個 個 個 個 個

49. 5.29 13. 8 13 5 7 。 。 。

同 大林寺 15.9 16 3 。 。 。 3 

同 製材所下 17. 8 8 17 。 。 。 2 

同 河 口 19. 3 2 。 。 。 。 24 
• 

49.11. 21 長慶平 7. 9 43 1 46 2 。 。

同 大林寺 8. 4 21 2 17 2 。 。
一 一一一

第 11表吾妻川流水量調査結果

測定場所 測定月日 時 間 気 温 水 温 流水量torν/蹴 備 考

49. 5. 17 14 50 21. 8 12. 5 1. 03 

5. 29 11 40 24. 8 13. 8 0.49 

長 慶 平
7. 19 15 30 23. 6 16.8 0.25 

11. 21 11 15 11. 8 7. 2 0.78 

49. 5. 17 15 35 21. 6 13. 8 1. 28 

大 林 寺
12.25 12 40 4.2 3. 1 O. 31 

又 49. 5. 17 16 20 21. 9 15. 4 1. 02 

JII 口 49. 5.17 16 • 50 21. 8 15. 6 2.39 
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第 12表ヤマメ の形態 吾妻川

標本採捕
標本尾数 背鰭条数 胸鰭条数 腹 鰭 条 数 磐鰭条数 側線鱗数

月 日

49.7. 21 6尾 13 14 - 15 9 12 - 15 126 - 145 

49.9.26 8尾 12 - 13 13 - 15 へ9 12 - 14 126 - 134 

標本採捕
パールマーク数

鯨条骨数 御思 把 数 幽 門 垂 数
月 日

左 右

49.7. 21 8 - 10 8 - 10 12 - 13 17 - 19 35 - 52 

49.9.26 7 - 10 7 - 10 12 - 14 18 - 20 38 - 56 

第 13表深浦におけるサクラマス漁獲量

oミ1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 計

Icg Icg kg kg kg kg k脅
昭和 45 3， 581 7， 325 8，479 14， 347 3，024 15 36， 771 

46 10， 040 10， 032 14， 014 27， 563 4，554 。 66， 203 

47 4， 012 7，773 7， 676 26， 249 2，562 25 48， 297 

48 47 2， 436 6， 608 19， 667 6， 921 。 35， 679 

49 93 513 2， 636 33， 929 15， 213 162 52， 546 

ι 
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表附

昭和 49年度職員配置

------管理職 部(室)長 場長 局 長 主任 主 事 技師 用務員 業務員 臨時補助員 乗組員 メ口'- 言十

場 長 1 l 

次 長 1 1 

総 務 室 (1 ) 1 1 3 1 1 7 

漁 業 部 1 1 4 6 

調 査 部 1 3 4 

淡水養殖部 1 3 4 

相坂 養魚場 1 2 2 5 

黒石養魚場 1 1 2 

八戸漁業用海岸局 2 1 4 

鯵ヶ沢漁業用海岸局 1 1 2 4 

東 奥 丸 (1 ) 1 17 17 

幸 宇宇 丸 17 17 

瑞 鴎 丸 10 10 

青 鵬 丸 5 5 

J口L 3十 2 4 2 2 7 3 14 1 2 1 49 87 

その他臨時職員 3名

1
1
臼
仏
印

I
l



昭和 49年度予 算執行状況

J7~一一¥事 業 数 事 業 費 構 成 費

1.場 費 0.6見 52.1t 

2. 水 産 資 源 開発調査費 6 42. 722. 055 9. 55 

3 資源環境基礎調査費 6 3.012. 200 0.67 

4. 水 産資 源 調 査 費 I 510. 000 o. 11 

5. 漁況海況予報調査費 1 3. 432. 000 0.77 

6. 試 験 船 整 備 費 3 30. 595. 000 6. 84 

7. 海 岸 局 費 2 1. 651. 000 0.37 

8 養 魚 場 費 2 8. 550. 000 1. 91 

試験 船 建 造 繰 越 金 1 114. 494. 965 25.59 

人 事 管 理 費 1 392. 830 0.09 I 

財 産 管 理 費 1 925.000 o. 21 

:L入、j 害 突す 策 費 1 210. 000 0.05 

漁 政 総 務 費 1 180. 000 0.04 

開 発 調 査 計 画 費 2 2.436.939 0.54 

漁業構造改善事業 費 1 468.704 O. 10 I 

水 産 振 輿 費 4 3. 144. 090 O. 70 

ムロ 計 33 447. 465.401 
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